CORONA 


コ□ナ石油こんろ 


取扱説明書 


巧！ ケーテイー ケーテイー 

式 KT -1 66 • KT -206 



このたびは、コ□ナ石油こんろをお買いあげい 
ただき、まことにありびとうございました。 

正しくお使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった後もお使いになるちがい 
つでも見られる巧に大切に保管しでください。 
(保証書は、取扱説明書内に巧刷されでいます。） 


燃料は必す良質のなミ由 
使巧しでください。 
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□ 特にを意していたださたいこと、 


(まをのために必ずお守りください）一1〜3 
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乾電池別売 


乾電ミ也は付属されていません。 

乾電ミ也（単一形）2個をお買いホめください。 



株な含社 












































































































百特にま意していただきたいこと度をのために 0 ず祝りください) 


この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害やお産へ 
の損害を未然(こ防止するためじ、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意巧は巧のよラになつでいます。内容 
をよく理聞しでから本文をお読みください。 


A を険 


この表示を無視しで、誤った取り扱い 
をすると、人び死亡、重傷を負ラ危険 
または乂ぶの危険び差し迫っでをじる 
ことが想定される内客を示しでいます。 


A 警告 


この表示を無視しで、誤った取り扳い 
をすると、人が'死じ、重傷を負ラ可能 
性または乂がの巧能性が想定される内 
客を示しでいます。 


給表示の例 

/\ 逆^記号は;主意を促す内客があることを告げるちのです。 
/|\図の中に具体のなを意内客 （ 左図の場合は一般的なミ主 
'■ 、意）が描かれでいます。 



〇記号は禁止の行為であることを告げるちのです。 
図の中やお傍に具体的な禁止巧客（左図の場含は乃ソ 
U ン禁止）び描かれでいます。 


A 注意 


この表示を無視しで、誤った取り扱い 
をすると、人び傷害を負ラ可能性や校) 
的損害の発ちび想定されるの客を示し 
でいます。 


〇 〇記号は行為を指示する内客を告げるちのです。 

図の中に具体的な指示内客 （ 左図の場含は一般的な巧 
為の指示）が描かれでいまず。 


么を険 (DANGER) 


ガソリン厳禁 

ガソ I 」ンなど揮発性の高い;'由は、絶がじ使巧しないでくださし、。 
义災の原因になります。 



么警告 (WARNING) 


スプレー 宙厳禁 

スプレー 生や力它ットこんろ 
届ボンベなどをこんろの上や 
同囲に放置しないでください。 
熱であの圧力び上びり、爆発し、 
危険です。 



巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使用しない 
で < ださい。 

巧類び落下しで乂びつき、义災 
の原因になります。 



カーテン、可燃物近接厳禁 


カーテンや燃えやすいちののそ 
ばなどでは使巧しないでくださ 
し、。 

义災の原因になります。 



寝るとを消义 


必 


寝るときや列化するときは、 
す消义しでください。 

また、人目の届かないところで 
は、使届しないでください。 
不完を燃焼や異萬燃烧-义災の 
おそれびあります。 

消乂の際は、必すしん調節つま 
みび消乂位置にちどり、义び消 
えたことを確かめでください。 



可燃性ガス使用厳禁 

こんろを使用しでいる部屋で、 
巧燃性ガスび発をするちの（ベ 
ンジン、 シンナー、 ガソリン）、 
スプレーを使苗しないでくだ 
さい。 

义おや故障の原因になります。 



給油時消乂 

給ミ由は、しんを下げで消义し、 
必す义び消えたことをおかめ 
でからおこなつでください。 

义おの原因になります。 
こぼれたなミ由は、よくふきと 
つで <ださい。 

給ミ由□ふたは確実に締めでく 
ださい。 



換気(2；屡 


© 


換気せすに使庙しつブけない 
でください。 

酸素び不足すると、不完を燃 
焼し、一酸化炭素などび発生 
しで中養になるおそれびあり 
ます。 

使巧中は必す1時間に1〜2 
回 （1 〜2分）換気しで、新 
鮮な空気を巧給しでください。 

窓の凍結、地下室など換気び 
十分におこな之ない場巧では、使巧しないでください。 




























































空だき厳禁 

なべ、やかん、フライパンなどは、 
空だぎしないでください。 

空だきすると内部に熱びこちって、 
义災の原因になります。 



0 


么警告 (WARNING) 


変質丹油禁止 


心主意 (CAUTION) 

分解修理•改造の禁止 


変質な;由（持ち越したな；由など)、不純な；由（灯 
ミ由し J 列の';由•か-ごみび還入したな;由など） 

を使巧しないでください。 

異常燃焼やしんび下びらなくなるおそれびあります。 


Q 


Q 



居室内給油禁止 

給ミ由は、必す义の気のないところでおこなつで 
ください。 

乂巧のおそれびあります。 


燃焼中移動禁止 

义のついたまま持ち運ばないでく 
ださい。 

やけどのおそれびあります。 

また、転倒すると义災になるおそ 
れびあります。 

異甫時使用禁止 

におい、すすの発を、炎の色など異 
常燃烧を起こしたとぎは使用しない 
でくださし、。 

緊急の場合でちあわですじしんを下 
けで消'义しでください。 

(齒=8ぺージ） 

高温部接触禁止 

燃焼中や消义直後は、高温部（図の 
アミ部分）じまなどふれないでくだ 
さい。 

やかん、なべ、フライパンなどの 
とつでび加熱されでいることびあ 
りますので、やけどじを意しでく 
ださい。 

小さいお子様やからだの不自由な 
方のいるご家庭では、特に';主意し 
で < ださい。 

局遍汪后' 

上部から高温の熱気びででいます。 
まや顔などをおづけないでください。 
やけどのおそれびあります。 






故障、破損したら、使雨しないでください。 
不完全な修理や改造はを険です。 

お買い求めの販売店に修理を巧頼しでください。 

次の場所では使用しない 


0 


乂おやず想しない事故の原因になります。 

•水平でない場巧、不安定な場巧 
•風のあたる場巧、部屋の化入□や屋外 
•ほこりや湿気のをい場所 
•不安定な物をのせた棚などの下 
•巧燃性ガスの発をする場所またはたまる場所 
•温室、飼胃室など人のいない場巧 
.理.美容室、ク1」ーニンヴ店など スプレー や化等薬品 
を使場戸斤 

•7 ントルピースなどこんろび囲われる場所 
•直射曰光のあたる場所 


可燃物との距離を離す 150 cmU 上 

燃えやすいちのや障害物 
とは、必す図に示す距離 15 cmU 上 
をとつで設置しでくださ 
し、。 

义災の発生するおそれが' 

あります。 15 cm な上 

純正部品の使用 

しんなどの部品は、必す鈍正部品け旨定された 
部品）を使巧しでください。 

予想しない事故び発ちするおそれびあります。 



〇 





齒 


運搬するとき A 

こんろを運搬する場合は、油タンク内のなミ由を WW 


運搬の途中で灯';由びこぼれで周囲を';弓すおそれび 
あります。 

正甫燃焼の確認 

正常に燃焼しでいることを巧認しでください。 
しんび上びりすぎたり、燃烧筒びずれでいたり 
すると異常燃焼し危険です。 
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么注意 (CAUTION) 


煮たを時炎の調節 

なべややかんをのせたとさには、必ず炎の調節 
をしでください。 

なべややかんをのせると、内部に熱びこちつで义力びを 
つでホ乂び出ることびあります。 

長時間ホ乂び伸びたまま使田すると、义皿にすすび付着 
し、内部に熱びこちり異常燃焼することびあります。 


大なべ禁止 

大きななべや鉄板をのせないで 
ください。 

内部に熱びこちったり、炎び橫 
に伸びたりしで異常燃焼のおそ 
れびあります。 

不安定なやかん、なべ、フライ 
パンなどは使巧しないでください。 
転倒するおそれびあります。 


〇 




ほこりの除去 


ほこりを、とぎどぎ除去しでください。 

ごみ、ほこりなどびつまると、異萬燃焼のおそ 
れびあります。 



掃除機の排気にま意 

燃烧中に掃除機のが気などをあ 
でないでくださし、。 

風びあたるとホ义び化たり、異 
萬燃焼の原因じなり危険です。 



燃焼筒のガラスび割れたままの使用禁止 


( KT -206 のみ） 

燃焼筒のガラスび欠けたり、割れで破損したま 
まの状態では、絶がじ使届しないでください。 
異萬燃焼したり、すすび発ちするおそれびあり 
ます。 


Q 


Q 


直接長時間あた5ない 

こんろに直接長時間あたらないでくださし、。 

ほ温やけどや脱水症がになるおそれびあります。 

お寺様、おを寄り、病気の方、皮ふの弱い方などびお使 
いになる場合は、こんろの取りあい、部屋の換気、やけ 
ど、ほ温やけどや脱水症状などじついで周囲の人び十分 
ま意しでください。 


〇 


廃棄するとき 

こんろを离棄処分するときは、必ず巧タンク内 
のな;由を給';由ポンプなどで抜さ取つでください。 

(原9ページ） 

なミ由び入つたまま廃棄すると I 」サイクルの際に思わめ事 
故になるおそれびあります。 


保管時にしていただくこと 


〇 


長期間使庙しないときまたはな管するとさは、 

必すな;'由を抜いで（乾電池を取りはすしで）くだ 
さい。傾けたり、横倒しのげ態では保管しないでくださ 
し、。义災のおそれがあります。 


曰常のお手入れ時のを意 


曰萬の点検-ま入れは必すおこな 
つで < ださい。 

点検-ま入れは、こんろび;ちえで 
からおこなつでください。 
やけどのおそれびあります。 

( 缺9 -10ぺージ） 



お願い (NOTICE) 

な油の廃棄 

灯';由の廃棄処分は、灯ミ由をお買いあめになった販売店にごす目談くださし、。 


回使用ずる場所 


効果的に使用ずるために 


•部屋の中央部に置くと暖められた空気び巧流循環し、室内の温度むらびかなくなり、効果的な暖房びできます。 


♦扇風機やサーキュレーターなどで室内の空気を巧流させると、より効果的な暖房びできます。 


♦こんろに直接、風びあたらないよラを意しでください。 


•「なべ」や「やかん」の底についでいるすすやちれ、水をよくふきとつでからこんろにかけでお使いください。 
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宜各部のなまえ 


観図) 



(} 青造図) 



^主な構成部品） 


< KT -1 已已〉 < KT -20 巨〉 


义皿 


煮こぼれ受け 
燃焼筒つまみ 




-放熱部 

-义皿 

ーガラス外筒 
煮こぼれ受け 
燃焼筒つまみ 



しん案内筒 



しん しん調節つまみ 











































































































































回使用前の準備 


開こんと部品のセット 


1•包装箱からこんろを出す 

参包装箱からこんろを取り化しでください。 
♦ごとく-反射板亡ットをはすしでください。 
♦上面板をはすしでください。（口-166の胡 


' 持ち上け 


一上面版 

N 

•枠をおさえで上面板をゆつく 
り持ち上げでください。 

V 



ノ 


•燃焼筒を取り出し、燃烧筒を固定しでいる 燃焼筒 巻きをはずしで 
くださし、。 

♦枠のにある タンク巧え をはずしでください。 


•部品をはすしたり t ットするときは、まをすべらせでけびをしない 
よラに、ゆっくりと慎重におこなっでください。 

【な護具(まぶくろなど)の着用をおすすめします。】 

♦包装箱、燃焼筒きさ、タンク巧えはこんろの保管に必要です。 

また、取扱説明書も忘れすにな管しでください。 


< KT -166> < KT -206> 



2•燃焼筒を它ツトする 

♦燃焼筒をしん案の筒にのせ、燃焼筒つまみをちちに動かしで、し 
ん案内筒に正しくすねつでいることを確認しでください。 


义乾電池(お一お2個)をたットする ^ 

♦乾電池は別売です。 

♦同じ種類の新しいお一お乾電池を2個巧意しでください。 

種類の異なる乾電池、または新しレ乾電池とちレ乾電池を組みさ 
わせで使用しますと、あ漏れや破裂のおそれびあります。 

参シーズン始めにすベで新しい乾電池に交換しでください。消'耗し 
た乾電池を使田すると、点义しにくい場合びあります。 

参ち側じある電池クースに、乾電池を電池クースの絵のち向にさわ 
せで正しく t ットしでください。 

参ごとく •反射板たツトを取り巧けでください。 （ KT -206 のみ） 


< KT -1 巨6〉 < KT -20 巨〉 



4•上面おを取り巧ける ( KT -1 66のみ） ^ 

•上面板を枠のを部にしっかりと弓 I っかけたあと、はすれないように、 
枠のま前側を親指でかし巧し込みなびら、ゆっくりかぶせでくだ 
さい。 

♦最後に、ごとく '反射板じツトを取り巧けでください。 



燃料は必ずな巧 ( J 旧1吾な'ぶ)を使巧してください。 

參 I A 危険 I ガソリンなどの擇発性の高い';由は絶巧に使苗しないでください。乂災の原因になります。 

♦ IA を意 I 変質ロミ由、不純: a ミ由などは絶》すに使届しないで<ださい。 

• 添扣剖ゃ助燃剤などは使巧しないでください。 

• ロミ由は必ず乂気'雨水' ごみ-高温および直射曰光をさけた場所にな管しでください。 


灯油とガソリンの見分けかた 


指先に燃料をつけ、息をふきかけ 
ます。 

(乂の気のない所でおこなつでください。) 



変質な油•不純'打油とは • 



長期間曰おに 
あたる巧や温 
度の高い巧に 
保管したなミを 

0 

©ろが 


容器のふたび 
開けであった0、 
乳白色のボリ 
容器で保管し 


たの ミ あ 



か*ごみやの 
ミあながの巧が 
ほんのねすか 
でち混入した 
なミあ 



>極度に変質したち 
のは、黄色巧がか 
ったり、すっぱい 
においびします。 

>必す口油用のポリ 
タンクをお使いく 
ださい。 

パ了巧はシーズン中 
に使い苦りましよラ。 












































































4. ほ用前の準備 



♦レ!\警告 J 給';由は、しんを下げで消乂し、必す乂び消えたことをおかめでからおこなつでください。 


給油の手順とま意 


1 •給油□ふたを取りはずす 参給';由□ふたを左にまわしで取りはすしでください。 


♦巿販の給ミ由ポンプなどを使用しで、ミ由量計を見ながら給ミをし 
で < ださい。 

参ミ由量計び 〔お] をさしたら、給ミ由をやめでください。 

入れすぎると、あふれ出で义巧の原因となります。 


3 .給巧□ふたを締める ♦給油□ふたは、確実に締めでください。 

•こ ぼれた灯油はよくふきとつでください。 


2.給がする 

















































































宜使用方法 



マッチ点乂のしかた（万一点火ヒータび使えないとき) 


1.しん調節つまみをち（燃焼）方向にまわしきっで、しんをいっぱい 
に上げでください。 

2 .点义レバーを左（矢 EP ) ち向に弓 I いで燃焼筒を傾け、マッチで点义 
したら、点义レバーをゆっくり戻しでください。 

3.燃焼筒つまみを持って左ちに2〜3回動かし、燃焼筒のすわりを確 
かめでください。 



保就 •マッチの燃えかすをしん付近や置台の上に置かないでください。乂災や事巧の原因になります。 



♦初めでご使巧になるときや、しんの手入れ、しんの交換、から焼きなどをしたときは、給ミ由を20せな上放置しで、しんに十分 
灯-;由びしみこむまでおまちください。しんに十分灯ミおびしみこまないラちに点义すると、吸い上げ不足のため燃焼筒のホ熱不足 
び続くことびあります。このときは、いったん消火し、20分しツ上放置を点义しでください。 

•巧めでご使巧になるとき、点乂をしばらく多少のにおいびしますび、これは器具に巧着しでいるミ由などび烧けるときのもので異 
常ではありません。 


煮たをずるとを 


r なべ J や「やかん!などをのせて 10 〜 20 分くらいたったら、ホ义び化ないよ 
ラにがの調節をし、そのあとをときどきおのが態をみでください。 

♦ |/!\注意1 階べ]や「やかん」などをのせたときには、必ず炎の調節をしでく 
ださい。 

•|么ま意]大きななべや鉄板をのせないでください。内部に熱びこちったり、 

炎び横に伸びたりしで、異常燃焼のおそれか’あります。また、不ま定なやかん、 

なべ、フライパンなどをのせないでください。拓倒するおそれびあります。 

参最大火力のままで使巧すると、おの出るところびなべなどの底で制限をラけ、巧部に熱びこちり、义力びまっでホ义び出 
ることびあります。長時間ホ义びかびたまま使用すると、义皿にすすび巧着し、内部に熱びこもり、異萬燃焼することび 
あります。 

参湯こぼれすると、炎び水譯気じあおられで、一時的に炎び大きくなったり、なべびすすけたりします。また、なべなどの 
底じついでいるかは、必すふき取っでからこんろにのせでください。 

参なベややかんなどは、上面板じのせないでください。上面板に傷びついたり、変色することびあります。 

\_ 》 




























































































5. 使用方法 



がの調節はしん調節つまみでおこないます。 

♦しん調節つまみをち(燃焼)ち向にまわすと炎び伸び、左(消乂)ち向にまわすと 
炎はルさくなります。必す 〔正しい炎の状態） に調節しでご使用ください。 

参巧やホ熱の状態を見なびら下図の 〔正しい巧の状態] に調節し、 〔しんの下げ 
すぎ] や [しんの上げすぎ〕 のが態にならないよラにしでください。 





♦点义を15〜20分たっで、部分的な炎の伸びや、义皿-放熱部(放熱部は KT -206 のみ)のホ熱むらびでるとき 
は燃烧筒つまみを持ってだちに軽く2〜3回動かしでください。それでも炎び巧びできたら、しん調節つま 
みをゆっくりだ(消乂)ち向にまわしで 〔正しいがのが態〕 に調節しでご使巧ください。 

•点乂をそのまま放っておくと [しんの上げすぎ） のよラに炎び巧びで、すすや一酸化炭素び発生したり、巧 
部に熱びこちって異萬燃焼することびあります。また、 〔しんの下げすぎ〕 のよラに义皿■放熱部(放熱部は 
KT -206 のみ)のホ熱び不足しでいるが態で燃焼すると、においや一酸化质素び発ちするばかりでなく、しん 
じ力ーボンび付着し、しん上下も重くなります。このようなときはしんのま入れをしでください。ぺージ） 

♦しんを下げた状態から急じしんを上げると、炎び大きく上びることびありますので、ゆっくりしんを上げる 
よラにしでください。 

♦燃焼中は、点乂レバーに魄れないでください。操作するとおび上びります。また、点乂ヒータのフィラメン 
卜び変おしたり断線したりすることびあります。 

♦換冠扇-超音波加湿器を使用すると、炎びピンク色になることびありますび異萬ではありません。 

人 


mmm 

1.しん調節つまみをち(消义)方向へまわす 2.ミ肖义の確認をする 



•ゆっくりと左（消义）ち向にとまるまでまわしで、 
しんを下げで消义しでください。 


♦必す;肖义の確認を 
しで < ださい。 


参こんろをゆさぶったり、傾けたりしで消乂しない 
でください。 

参っ〜5分で消义します 

参しん調節つまみは約1回転しかまわりませんので、 
それな上むりじまわさないでください。 


対震自動消义装置が作動した場合は… 


♦しん調節つまみをまわしで消义したときとくらベ、ミ肖义時の臭気び強くなります。また、急にしんび下びるため 
に义皿よりち上ちにおび一時的に伸びることびあります。 

♦変質なミ由などでしんの上部にタールなどびさく付着しでいると、巧震自動消乂装置び f 乍動しでち、しんび完を(こ 
下びりきらないで消乂しないことびあります。必すしん調節つまみをまわしで消义の確認をしでください。この 
ようなときはしんの手入れをしでください。9ページ） 

V_ ) 


消义後再点乂すると走は… 


参消'义をすぐに再点义すると燃焼筒の温度び高くで、点义しなかったり、においびします。また、点义ヒータのフ 

イラメントび断線する場合びあります。燃烧筒びちえるまで、6〜7分くらい待っでから点义しでください。 

\_ J 

V_ J 


































































回巧震自動消义装置 

強い地震やお動、衝撃を受けたとぎは巧震自動消‘义装置び'作動しで自動的に消义します。しん調節つまみをち（燃焼) 
方向にとまるまでまわしでしんを上げると、自動的に巧震自動ミ肖义装置は它ットされます。6ページ） 


参が震自動消‘义装置は、 J にに定められた100〜200ガルの振動により1 乍動するよラに調整しであります。従ってご使巧かじおける 
弱い曰當自勺な}辰動、傾おでは1乍動しません。 

参変質なミちなどでしんの上部にタールなどび多くな着しでいると、巧震自動消义装置び1乍動しでもしんび完をに下びりきらないで 
消义しないことびあります。必すしん調節つまみをまわしで消义の確認をしでください。このよラなときはしんのま入れをしで 
ください。9ページ） 

参地震によって作動した場含は、周囲の可燃物、こんろの損傷、灯油のあふれなど異常びないことを確認したあと、再点乂しでく 
ださし、。 


M 日常の点巧 • 手入れ 

点検-ま入れは、ミ肖义をこんろび十分冷えでからおこなつでください。 




















しん案内筒パッキン 


•のびたり、切れたり、傷んでひびび入つ 
でいないか。 


* ノくッキンに、のび、のれ、ひびなどが'入つでいた場含は交換する。 
(お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナお客様ご相談窓 □ 
にごす目談ください。） 


7. 曰常の点検-手入れ 


点検箇所 


点検する内容 


処置方ま 


使 

用 

ご 

と 


置 台 
由タンク 


■ミ由漏れ-ミ由のたまりやミ由のにじみびない 
か。 


* ミ由のたまりや、ミちのにじみはふきとる。 

•ミ由漏れのある揚合は、お買い求めの販売店に修理を依頼しでく 
ださい。 


m 


上面板、枠、反 
射板、置台など 

こんろの周囲 
乾電她 


•ほこりや;'ちれびないか。 


>可燃物びないか。 


•ヒータのホ熱び弱くないか。点乂しじく 
くないか。 


* やわらかい巧でふきとる。 

(ベンジン、シンナー、クレンザーなどでふかないでくださし、。） 

■周囲を整理.清掃し、可燃物は取り陈く。 

■新しい乾電池と交換する。 


しん案内筒 


»たいらの部おに燃えかすなどびたまつで 
し、 ないか。 

/臟えかすなどびたまると燃烧筒のすわ ■ 
りを悪くしで、燃焼を阻害することび 
あります。 


■燃焼筒をはすし、©ドライバー 
の先で燃えかすなどを取り陈く。 

•しんの巧疏をしん案の筒の 
たいらの部分にをわせ、燃 
えかすか’みぞに落ちないよ 
ラにま意しでください。 



巧 

1 

回 


点乂 ヒータ 


■点乂ヒータの位置（しんとの間隔）は正 
しいか。 


フィラメントび、しんじがしでちよラ 
ど良い位置にないと点乂しにくくなり 
まず。 


■フィラメントの変お、脚線はないか。 


んんの出寸法び 〔 KT -166:5 mm 、 くしんと点乂ヒータの関係図> 
K ： T -206:6 mm 〕 のときに点义ヒ 
一夕の位置びちよラど良いと 
ころになります。 


■乂皿にすすび巧着しでいないか。 

■煮こぼれ汁が乂皿や煮こぼれ毒けに付着 
しでいないか。 


* 点火ヒータの位置の調整は 
お買いなめの販売店に依頼 
しで < ださい。 


* 変おはマッチ棒などでまつず 
ぐになおす。 

* 変おびなおらないちのや、断 
線したちのはおり誓える。 
(原じぺージ） 


r 湿らせた巧でふきとる。 



フィラメント 〈フィラメントの お〉 


グ > 臟 fsssBsssijir'- 

X 


燃焼筒 


〔 KT - 吕06のみ〕 

•煮こぼれ汁びガラス外筒や煮こぼれ受け 
に付着しでいないか。 


■図のよラに燃焼筒キヤツブを 
左にまわし、ガラス外筒をは 
すしで掃除する。 



月 

2 

回 


作動具合） 

• しん調節つまみをち(燃烧)ち向へまわし 
でしんを上げ、置台の左側を前後に強く 
動かしたとさ、巧震自動消义装置び作動 
しで、しんが最後まで確実に下びるか。 


■感震部、巧動部を点検する。 


吕 

力 

月 

に 

1 

回 


巧震 S 動消乂装置 


r 感震部(ふりこ、ベ-ス ）1 

•ごみ、異物、ほこりなどび付着しでいな 
し、か。 


•やわらかい巧で、ごみ、 
異物、ほこりなどをさ 
れいにふきとる。 



巧 

1 

回 


r 作動部(しん )I 

•しんの上下は スムーズ か。 
•夕ールの巧着はなしけ\ 


■しんのま入れをする。9ページ） 

■効果びない場合は、しんを交換する。12ぺージ） 
(お買いホめの販売店または、お近くのコ□ナお客様ご相談お □ 
にご相該ください。） 


しん交換時 
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画定期点検 

長期間ご使巧になりますと、機器の点検が'必要です。 

2年に1回程度、シーズン終了をなどにお買い巧めの販売店または、修理資倍畜〔(財）曰本 S '; 由燃焼機器 
保守協含 (TEL 03-3499-2928) でおこなラ技術管理講習含修了害（5ミ由機器技術管理±)など〕のいる 
店などに点検の頼されることをおすすめします。 


愛情点検 

長年ご使用の石油こんろの点検をぜひ！ 

の 

こんな症状は 
ありませんか 

♦ミをもれびする。 

参炎び不安定でススや黒煙び化る。 

•器具を強くゆすつでを炎び消えない。 
♦焦げるよラなにおいや目びチカチカする。 
参その他の異常や故障びある。 


ご使用中止 


故障や事巧の防止のため必ず 
販売店にご連絡ください。 
点検-修理じついでのご費苗 
など詳しいことは販売店にご 
相談ください。 


回な障-異常の見分け方と処置方法 


♦巧の表じちとブいで、お確かめください。 

参処置方法により処置しでち良くならないときは、お買い求めの販売店じご相談ください。 


\ 現象 

原因 \ 

点 

乂 

し 

な 

い 

乂 

皿 

び 

廉 

勤1 

'じ 

な 

い 

T 

166 

V - 

义 

血 

放 

熱 

部 

び 

志 

執 

U 

な 

い 

下 

206 

烫 

び 

か 

た 

よ 

る 

に 

お 

し、 

び 

す 

る 

赤 

乂 

や 

す 

す 

び 

出 

る 

お 

が 

ふ 

苦 

< 

な 

ら 

な 

し、 

し 

ん 

上 

下 

操 

作 

が 

重 

し、 

し 

ん 

び 

下 

が 

ら 

な 

い 

し 

ん 

が 

す 

ぐ 

下 

が 

つ 

で 

し 

ま 

ラ 

消 

乂 

し 

な 

い 

消油 
乂夕 
すン 
るク 
に 
な 
ミ由 
び 
入 

つ 

で 

し、 

る 

の 

に 

乂 

の 

ま 

わ 

の 

び 

遅 

い 

処置方法 

N 

参 

照 

ぺ 

1 

ジ 

水、変質な油、不紳灯油び混入しで 
し、る 














ミをタンク内の水、紅ミあを振き、きれいな 
巧油で洗い、しんち交換する 

9.12 

しんに十がな油びしみこまないラ 
ちじ点乂した 

参 

参 

• 


• 


• 






• 

給油接はしんを下げで 20 お切上待ち、し 
ん(こ十分'なミ由がしみこんでから点火する 

7 

しんの上げすぎ 




参 

• 

参 








正しい炎のが態になるよラにしんを調節 
する 

8 

しんの下げすぎ 


• 

• 


• 


• 







燃焼筒のすわりび悪い 




• 

• 

• 








燃焼筒つまみを左ちに動かしですわりを 
なおす 

6 

長時間閉めのった部屋で使巧しで 
し、る 


• 

• 


参 


• 







窓をあけ、部屋の撰気をする 

1 

しんにタールが巧着しでいる 














「しんの手入れ」をする 

9 

しんの取り付けびしん}甲えにピッ 
夕1」しでいない 








参 

• 





正しく取り巧けなおす 
(お質いホめの販売店または、おおくのコ□ナ 
お客様ごす目談窓□じごす目談ください。） 

- 

点乂ヒータのフィラメントの変お、 
断線 

参 













変おをなおすか交換する 

10.12 

乾電池が正しく入っていない、消 
耗しでいる 

参 













0© を正しく入れる 
新しい乾電池と交換する 

5 

燃焼筒の変形、破損 














新しい部品と交撰する 

12 

風、振動を受けでいる 










参 




風の当たらない場所で使巧する 
振動を受けないよラにする 

3 

しん上下磯構が S が章しでいる 

参 







参 

• 

参 

• 



販売店(こ依頼しですぐ修理する 

- 

対震自動消乂装置び故障しでいる 










• 

• 



しんの上に燃焼筒びのっている 

V 




• 

• 

• 








しん上下操作をくりかえし、燃烧筒つま 
みを左ちに動かしですわりをなおす。 

7 

ノ 


















































画部品交換のしかた 


■部品交換のときの注意 

不完をな修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整び'必要な場合には、お買い求 
めの販売店または、修理資格若〔(財）曰本石;'由燃焼機器保守協舍でおこなラ技術管理講習舍修 
了者（5ミ由機器技術管理±)など〕のいる販売店にご相談ください。 

部品交換は コロナ純正部品 とご指定 < ださい。 


piy ぶな 

参しんの交換は、お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナお客様ご中目 
談窓□への頼されることをおすすめします。 

参しんは必ず検査に合格または認証された 「コ□ナ純正しん KT-10J (ち 
のマーク巧）をご使南ください。 

器具に適合しないしんや、粗悪なしんを使苗しますと、性能を十分発揮 
できないばかりでなく义災や中養の原因になります。 

参しんの交換方法は、曽しんに同こんの「石ミ由燃焼機器巧しん取あ説日月書 J 
にしたびつでください。 

\_ y 



燃焼筒の交換 


燃焼筒び変おしたり、ガラス外筒 ( KT -206 の奶び割れたときは、お買いずめの販売店または、おおくの〕□ナお客な 
ご相談窓□じご相談ください。 

\ _ / 


点乂 ヒータの 交換 


なの順唐で交換しでください。 

1•ごとく •反おお它ット、燃焼筒をはずして、乾電池を取り出す(原5ぺージ) 


2•点义 ヒータを はずす 



ヒー タガード 



>ちい点义ヒータを押しなびら左にまわしでソケットからはす 
しでください。 


3•新しい点义ヒータを取0がける 

② まわす 


>点义ヒータのヒータガードを下側にしで、ソクットに取り巧 
けでください。 


12 



























团保管 

おしまいになるときは、日常の点検•手入れの項を参照し、巧の要領で保管しでください。 


長期間使用しないとさ 


1•巧タンクのな'ぶを巧き取っでください。 （恩=9 ページ） 

♦水、ごみなどを残したまま保管すると、さびや巧あきの原因になったり、しん上下不良の原因になることちあります。 
♦ロミ由を巧いたあとは、巧部をよく乾燥させでください。 


2.しんのま入れをしでください。 （ t ：^9 ページ) 


3.必ず巧電池を取0はずしで < ださい。 


4.巧部のごみやほこりを取つでください。 

参掃除機などでごみやほこりを取り除いください。 


5.こんろの巧觀を掃除してください。 （恩=10 ページ） 

♦反射板やメツキ部分はやわら力、いなで、塗装部分はしめらせた巧でちれを落としでから、からぶきしでください。 


6.巧震自動消义装置を作動させてください。 10 ページ) 


7•包装箱に入れて、乾燥した場所に水平に保管してください。 


♦ ま意 I 傾けたり、横倒しの状態では絶対に保管しないでください。 

•取扱説明書は、大のにな管しでください。 

•巧シーズンにお使いじなるとさは、巧震自動消火装置の作動を2〜3回くりかえし、しんび最後まで下びることを確か 
めでくださし、。 

V_ J 


困仕様 


型なの呼び 

KT -166 (薑本型式 KT -11) 

KT -206 ( 冨本型す KT -21) 

種 類 

しんな'憲炊暖房巧 

点乂 ちす 

電ミ也点义 

使用燃料 

なミ由 ( JIS 1 号な-油） 

燃料消費量 

0.155 L/h 

0.194 L/h 

こんろ効率 

42.8 % 

46.6 % 

出 力 

1.59 kW 

2.00 kW 

ミ由タンク客量 

4.8 L 

4.8 L 

燃焼継続時間 

約 31 時間 

約 24. 5 時間 

外おブま 

高さ 3301 Ml 幅 4901 rni 奥行 490 mm 
(置台を含む） 

畐さ 3201 rni 幅 520 mm 奥行 520 mm 
(置台を含む） 

質 量 

8.3 kg 

9.8 均 

し ん 

種 類 

普通筒しん 

呼び寸ま 

巧径 75 mm 層さ 2.8 mm 

L をを装置 

巧震白動消义装置 
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住户斤-店咨 


電話 （ ） 








IE ミ由= I ^«5巧料修理保証書 


本書は、本書記載内容で無料修理を巧なラことをお約束するちの 
でず。お買いあげの曰から左記期間中故障が発ちした場含は、本 
書をご提示のラえ、お買いあげの販売店に修理をご依頼ください。 
•お客様にご記入いただいた保証書の控は、保証期間内のサービス 
活動およぴその後の安全点検活動のために記載の客を利用させ 
でいただくことびございますので、ご3承ください。 



品 蓄 

コ□ナ石';由こんろ KT -166 • KT -206 

保証期間 

本 体 

1 年 


★お買あげ曰 

年月 曰 


ごち名 

様 

★ 

お 

ご住所 〒( 

- ) 

客 



様 




電話 （ 

) - 


国アフターサービス 


保証について 


♦な証書の「お買いあげ曰-販売店名」などの記入をお確かめのラえ大切じな管しでください。 

♦な証期間はお買いあげいただいた曰から]年間です。 

参巧のよラな原因による故障および事故につきましでは、な証の巧象になりませんのでを意しでください。 
• を質な；由や不純な;由など、またな'油]^外の燃料使巧による故障や事故。 

• 誤った使用ち法による故障や事故。 


f 度理を依頼されるとを 


•本書の「故障•異萬の見分けちと処置ち法」11ページ）の頂にしたがって調べでち良くならないときは、お 
買い求めの販売店または、おおくのコ□ナお客様ご相談窓□(こご連絡ください。 

•ご連絡いただきたい巧客はなの通りでず。 

•品名 ♦故障が;兄（で含るだけ具体的にご連絡ください。） 

• 型式の呼び • ご住巧*ご氏各-お電話蓄号 

•お買いあげ曰 

•修理に隙しでは、保証書をご提示ください。 

保証期間中であれば保証書の規定にしたがって無料修理させでいただきます。 

•ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い求めの販売店かお近くのコ□ナお客様ごす目談窓□にお問い含わせください。 

■保証期間が過ぎているときは 

•お買い求めの販売店!こごす目談ください。修理によって使巧できる製品についではお客様のご要望により有料修理いたします。 

■補修用性能部品の保有期間 

•石油こんろの補修巧性能部品（機能を維持するために必要な部品）の保有期間は製造巧ちのり穫6年です。 

■ f 彦理に出されるとさは 

•輸送時や運搬時に油タンクのに'灯油が残ったままですと、傾きや振動でなミ由がこぼれることがありますので、必す f 友きおつ 
でください。 



★巧欄に記入のない場含は、無効となりますから、 
必す記入の有無をご確認ください。 


巧な舍な3 星夏— 


干 955-85 10新潟県云を巧ま新保 7-7 
TEL(0256)32-2111 





《無料修理規定》 

1 . 取扳説明書、本体貼付ラベル等のま意書におった正萬な使巧げ態で保証期 
間中に故障した場含には、お買あげ販売店が無料修理啟します。 

2. 保証期間内に故障しで無料修理を受ける場含は、本書をご提示のラえ、お 
買いあげの販売店に依頼しでください。 

なお、離島及び離島に準ずる遠隔地への化張修理を行なった場含には、お 
張に要する実費を申し受けます。 

また、本品を直接送付される場合の送料は、お客様の負担となりまず。 

3. ご輯居の揚含は事前にお買いあげ販売店にごホ目談ください。 

4. ご事情により、本保証書に記入しであるお買いあげ販売店に修理がご依頼 
で夏ない場含には、コ□ナお客様ごす目談窓□一覧表をご覧のラえ、おおく 
の窓□にお問含せください。 

5. 巧の場含には保証期間内でち保証の対象外となります。 

(イ）使巧上の誤り及び不当な修理や改造じよる巧障及び損傷 
(□) お買いあげ穫の輸送、落下等による巧障及び廈傷 
(/\)乂が、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害及び、蜜質灯ミち、 
不純な;由、異質'油（な'油拉外の;あ又は混入）による故障及び損傷 
(二)業務巧としでの使用、車両、船舶への搭載など一般家庭巧技刈に使巧 
された場ミの故障及び損傷 

(ホ）本書にお買いあげ年月曰、お客様咨、販売店各の記入のない場含、あ 
るいはき巧を書言碧えられた場含 


(へ)本書の提示びない場台 

(卜）消耗品の交換（しん、点义ヒータ） 

6. 本書は日本国内においでのみ有効です。 

7. 本書は再発巧致しませんので紛失しないよラ大妨(こ保管し 
でくださし、。 


修理メモ 


X この保証書は本書にお示した期間、条件のもと(こおいで無料 
修理をお約まするちのでず。 

従ってこの保証書によって保証書を発行しでいる害(保証責任 
者)、およびそれむがの事業者に対するお客様の法律上の植利 
を制限するちのではありませんので、保証期間経過檀の修理 
等についでご不明の場含は、お買上げの販売店または、おお 
くの□□ナお客様ごす目談窓□にお問含せください。 

X 保証期間経過後の修理、補修巧性能部品の保有期間についで 
詳しくは本ページをご覧くださし、。 


★販売店 


14 
































101WA1477-01 



